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９ 月 定 例 会････②

一 般 質 問････③～⑥

委 員 長 報 告････⑦

提出案件の結果等････⑧

● 主 な 内 容
会 期 日 程

きたもと議会だより

こんにちは

議会です！

８月30日(木)本会議（開会）

８月31日(金)議案調査日

９月３日(月)議案調査日

９月４日(火)議案調査日

９月６日(木)本会議（総括質疑）

９月７日(金)本会議（委員会付託）

９月10日(月)委員会（保健福祉・まち）

９月11日(火)委員会（総務文教）

９月12日(水)委員会（保健福祉・まち）

９月18日(火)本会議（一般質問）

９月19日(水)本会議（一般質問）

９月20日(木)本会議（一般質問）

９月21日(金)本会議（一般質問）

９月26日(水)本会議（閉会）

野外活動センター
北本市野外活動センターは、荒川中流域の自然や武蔵野の

雑木林など魅力ある自然環境の中で、野外活動や体験学習

等をとおして、市民の生涯学習およびレクリエーション活

動の推進ならびに健康の増進を目的とした施設です。管理

運営は指定管理者が行っています。 公共施設めぐりシリーズ①



　
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
市
長

提
出
議
案
の
中
で
質
疑
が
な
さ
れ

た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な
も

の
を
掲
載
し
ま
す
。

議
案
第
49
号
　
平
成
18
年
度
北

本
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

「
総
括
質
疑
よ
り
」

Ｑ
、
平
成
18
年
度
決
算
に
お
け
る

歳
出
に
お
け
る
努
力
点
に
つ
い
て

Ａ
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
は
福
祉
、
公
園
、

生
涯
学
習
施
設
等
の
管
理
に
つ
い
て
、

平
成
18
年
４
月
か
ら
７
団
体
に
よ

る
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
て
、

効
率
的
な
施
設
運
営
と
あ
わ
せ
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
設
置
後
32
年
を
経
過
し

た
市
役
所
庁
舎
の
空
調
設
備
に
つ

い
て
、
能
力
的
な
低
下
や
適
切
な

温
度
管
理
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
、

電
気
料
や
ガ
ス
料
金
が
上
昇
傾
向

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ガ
ス
を
燃

料
と
し
た
空
調
設
備
か
ら
深
夜
電

力
を
活
用
し
た
蓄
熱
型
の
空
調
設

備
に
入
れ
か
え
を
行
い
、
前
年
比

で
電
気
料
金
は
59
万
円
、
９
％
の

減
、
ガ
ス
料
金
は
１
９
３
万
円
、

81
％
の
減
と
な
り
、
経
常
経
費
を

節
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
事
業
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
各
部
署
に
お
い
て
積
算
の

内
容
が
課
題
と
な
っ
て
い
な
い
か

合
算
す
る
こ
と
で
、
経
費
の
節
減

が
図
れ
な
い
か
な
ど
の
確
認
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
経
費
の
削
減
に

努
め
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
費
の
削
減
に
努

め
る
一
方
で
、
新
規
事
業
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。
主
な
も
の
と
し
て
、

乳
幼
児
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
市
民
の
方
か
ら
ご
意
見
の
あ

り
ま
し
た
自
己
負
担
分
の
廃
止
を

平
成
18
年
４
月
か
ら
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
18
年
10
月
か

ら
は
、
小
児
初
期
救
急
医
療
体
制

に
つ
い
て
は
、
在
宅
当
番
制
に
よ

り
実
施
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
小

児
二
次
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
も
、

一
部
開
始
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

高
尾
宮
岡
ふ
る
さ
と
緑
の
景
観
地

保
全
の
た
め
の
用
地
取
得
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
子
供
公
園
の
老

朽
化
し
た
プ
ー
ル
を
解
体
し
て
、

そ
の
跡
地
に
せ
せ
ら
ぎ
広
場
を
整

備
し
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
充
実
に

努
め
ま
し
た
。

「
議
案
第
60
号
」
北
本
市
農
業
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

「
賛
成
者
・
白
札
」
10
人

中
村
　
洋
子 

、 

湯
澤
　
清
訓

串
田
　
英
夫 

、 

岸
　
　
昭
二

福
島
　
忠
夫 

、 

黒
澤
　
健
一

島
野
　
和
夫 

、 

阪
井
栄
見
子

加
藤
　
勝
明 

、 

伊
藤
　
堅
治

「
反
対
者
・
青
札
」
９
人

中
山
　
敬
弘 

、 

現
王
園
孝
昭

工
藤
日
出
夫 

、 

金
子
眞
理
子

吉
住
　
武
雄 

、 

三
宮
　
幸
雄

桂
　
　
祐
司 

、 

高
橋
　
節
子

大
澤
　
芳
秋

総
括
質
疑
通
告
者

　
加
藤
　
勝
明
（
平
成
会
）

　
大
澤
　
芳
秋
（
緑
風
政
策
）

　
岸
　
　
昭
二
（
公
明
党
）

　
湯
澤
　
清
訓
（
共
産
党
）

※
通
告
順
に
掲
載

【
　
紹
　
　
介
　
】

　
議
案
第
76
号
、
77
号
、
78
号

で
同
意
さ
れ
ま
し
た
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
及
び
教
育
委
員
会
委
員

の
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　
○
人
権
擁
護
委
員

住
所
　
北
本
市
荒
井
１
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
１
番
地

氏
名
　
新 

井 

　 

勇 

氏

住
所
　
北
本
市
本
宿
６
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
３
番
地

氏
名
　
小 

川 

静 

枝 

氏

　
○
教
育
委
員
会
委
員

住
所
　
北
本
市
大
字
下
石
戸
下

　
　
　
　
　
　
５
１
６
番
地
１
８

氏
名
　
吉 

住 

幸 

子 

氏

記
名
投
票
の
結
果

記
名
投
票
の
結
果

　
記
名
投
票
と
は

議
員
名
を
書
い
た
白
札
と
青
札
に
よ

っ
て
投
票
す
る
も
の
で
、
賛
成
は
白
札
、

反
対
は
青
札
を
投
票
箱
に
入
れ
ま
す
。

あ
ら
　
い
　
　
　
い
さ
む

　
お
　
が
わ
　し
ず
　
え

よ
し
　ず
み
　ゆ
き
　
こ

一
般
会
計

特
別
会
計

平
成
18
年
度

　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

９月定例会９月定例会
平
成
18
年
度

　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

きたもと議会だより (２)

　
８
月
30
日
か
ら
９
月
26
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
今
定
例
会
で
は
、

市
長
提
出
議
案
30
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
、
請
願
１
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
「
議
案
第
60
号
」
北
本
市
農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
所
管
す
る
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審

査
の
結
果
否
決
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
記
名
投
票
の
結
果

は
（
下
段
参
照
）
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
議
案
の
審
議
結
果
は
、
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計

特
別
会
計



※
質
問
通
告
順
に
掲
載

中
村
洋
子
（
共
産
党
）

・
夏
の
「
平
和
を
考
え
る
月
間
」

　
を
振
り
返
っ
て

・
子
ど
も
公
園
せ
せ
ら
ぎ
広
場
の

　
今
後
の
課
題

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け

　
る
市
の
独
自
策

他
２
件

加
藤
勝
明
（
平
成
会
）

・
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

　
の
施
策
・
事
業

・
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
用
井
戸

　
の
利
用

・
中
丸
８
丁
目
ま
ち
づ
く
り

桂
　
祐
司
（
緑
風
政
策
）

・
活
断
層
の
分
布
状
況
と
対
策

・
官
民
一
体
と
な
っ
た
投
票
率
ア

　
ッ
プ
作
戦

他
２
件

島
野
和
夫
（
公
明
党
）

・
西
部
地
域
農
村
整
備
事
業

・
南
小
通
り
の
道
路
問
題

・
行
財
政
改
革

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の

状況や将来に対する方針などをただすもので定例

会に限って行われます。

　質問を希望する議員は、あらかじめ、質問事項

を通告し、執行部の答弁を求めます。

　今定例会では、16人の議員から61件129項目に

ついて質問がありました。

　その中から主なものの答弁を掲載しました。

９
月

定

例

会

９
月

定

例

会

９
月

定

例

会

９
月

定

例

会

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

家
庭
保
育
室
の

固
定
資
産
税

　
北
本
市
に
か
か
る
活
断
層
は
、

綾
瀬
川
断
層
と
い
わ
れ
て
お
り
、

上
尾
市
と
伊
奈
町
の
境
付
近
か

ら
桶
川
市
加
納
付
近
を
通
り
、

市
内
を
県
道
蓮
田
・
鴻
巣
線
に

沿
っ
て
鴻
巣
市
に
延
び
て
い
る

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
の
調
査
結
果
で
は
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
程
度
の
地
震
発

生
の
確
率
は
、
30
年
以
内
に
ほ

ぼ
０
％
か
ら
０
・
０
０
８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
断
層
上
及
び
付
近
の

公
共
施
設
は
、
中
丸
東
小
学
校
、

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
、
あ
す
な

ろ
学
園
、
東
中
学
校
、
中
丸
小

学
校
、
北
本
東
分
署
、
北
小
学

校
で
あ
り
、
北
本
東
分
署
以
外

の
施
設
に
つ
い
て
は
、
広
域
ま

た
は
地
域
避
難
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
活
断
層
の
存
在
を
市
民
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
は
、
地
震
対

策
上
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
と

考
え
、
例
え
ば
家
具
を
固
定
す

る
な
ど
、
事
前
の
対
策
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
、
市
民
の
安
全
を
考
え

た
場
合
、
情
報
の
公
開
は
必
要

で
す
の
で
、
市
の
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
き

ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
課
税
は
、
地

方
税
法
と
北
本
市
税
条
例
の
規

定
が
あ
り
、
毎
年
、
土
地
と
家

屋
の
所
有
者
に
課
税
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　
家
庭
保
育
室
の
固
定
資
産
税

の
減
免
に
つ
い
て
、
鴻
巣
市
に

お
い
て
は
、
土
地
は
減
免
の
対

象
と
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
家
屋

の
う
ち
保
育
室
部
分
の
面
積
を

減
免
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
北
本
市
と

し
て
も
、
地
方
税
法
の
規
定
に

に
よ
り
民
間
の
保
育
所
は
非
課

税
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
家
庭

保
育
室
も
お
子
さ
ん
を
お
預
か

り
し
て
、
資
格
者
が
保
育
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ

せ
、
鴻
巣
市
と
同
様
の
対
応
が

と
れ
る
よ
う
、
保
健
福
祉
部
と

調
整
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

北
本
市
に
お
け

る

活

断

層

(３) きたもと議会だより



伊
藤
堅
治
（
平
成
会
）

・
緑
の
ト
ラ
ス
ト
８
号
地
管
理
と

　
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の
問

　
題
点
と
課
題

・
北
本
市
を
き
れ
い
な
街
に
し
ま

　
せ
ん
か

他
２
件

現
王
園
孝
昭
（
緑
風
政
策
）

・｢

税
源
移
譲｣

に
よ
る
影
響
額
と

　
今
後
の
財
政
見
通
し
、
ま
ち
づ

　
く
り
方
針

・
西
部
地
域
の
農
業
農
村
整
備
事

　
業
と
「
ま
ち
づ
く
り
」

・
市
営
球
場
の
防
球
ネ
ッ
ト
の
改

　
修
計
画

他
５
件

高
橋
節
子
（
緑
風
政
策
）

・
地
域
福
祉
計
画
策
定
と
高
齢
者

　
福
祉

・
交
通
弱
者
の
送
迎
対
策

・
災
害
時
の
避
難
支
援
体
制他
１
件

三
宮
幸
雄
（
緑
風
政
策
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
地
区
の

　
設
定

・
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣
言

・
小
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間

　
委
託

他
３
件

災
害
時
に
お
け

る
緊
急
用
井
戸

　
平
成
18
年
度
は
市
で
３
回
の

地
元
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
も
と
に
基
礎
的
調
査
を
実

施
し
、
平
成
19
年
度
は
、
県
が

基
礎
調
査
及
び
計
画
素
案
を
作

成
中
で
、
現
在
計
画
中
の
上
尾

バ
イ
パ
ス
以
西
の
約
238
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
中
の
農
振
農
用
地
を
対

象
に
、
概
算
６
億
円
程
度
、
平

成
22
年
度
か
ら
６
年
間
の
事
業

と
し
て
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
農
村
生
活
環
境
整
備
や
都
市

交
流
基
盤
整
備
に
よ
り
安
全
で

暮
ら
し
や
す
く
、
市
内
外
の
人

に
観
光
資
源
あ
ふ
れ
る
本
地
域

の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
地

域
づ
く
り
を
図
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
耕
作
道
路
や
排
水
路

の
整
備
に
よ
り
遊
休
農
地
や
営

農
条
件
の
悪
い
農
地
が
解
消
さ

れ
、
農
業
基
盤
強
化
促
進
法
に

よ
る
利
用
権
の
設
定
や
、
農
作

業
の
一
部
を
他
に
委
託
す
る
作

業
委
託
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

　
市
は
個
人
や
農
事
組
合
法
人

な
ど
の
認
定
農
業
者
を
農
業
の

担
い
手
と
位
置
付
け
て
育
成
す

る
と
と
も
に
、
市
民
農
園
と
し

て
農
業
体
験
フ
ァ
ー
ム
の
開
設

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
順
調
に
進
め
ば
平
成
21
年
度

に
農
林
水
産
省
の
採
択
審
査
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
地
元
申

請
事
業
で
あ
り
地
権
者
に
平
均

10
％
前
後
の
土
地
を
出
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
事
業
費
の
10
％

程
度
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
等

課
題
は
あ
り
ま
す
。
十
分
に
議

論
を
し
、
地
域
の
方
に
と
っ
て

も
、
本
市
の
観
光
資
源
、
自
然

保
護
の
観
点
か
ら
も
評
価
を
い

た
だ
け
る
事
業
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
ま
ず
必
要
な
も
の

は
飲
料
水
で
、
次
に
必
要
な
も

の
は
生
活
用
水
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
広
域
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
市
内
の
小
・
中
学
校

及
び
体
育
セ
ン
タ
ー
の
13
箇
所

に
災
害
時
に
お
け
る
防
災
井
戸

が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
埼

玉
県
の
施
設
で
あ
る
北
本
自
然

観
察
公
園
の
駐
車
場
に
は
飲
料

水
と
し
て
使
用
で
き
る
防
災
井

戸
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
県
の
施
設
や
事
業
所

等
57
箇
所
あ
り
ま
す
が
、
家
庭

等
の
井
戸
に
関
し
て
は
、
市
で

は
把
握
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
北
本
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、

飲
料
水
の
確
保
と
し
て
、
桶
川

・
北
本
水
道
企
業
団
が
所
有
す

る
給
水
場
か
ら
給
水
車
に
よ
り

市
民
に
供
給
す
る
と
と
も
に
、

各
避
難
所
に
設
置
し
て
あ
る
防

災
井
戸
か
ら
く
み
上
げ
た
井
戸

水
を
浄
化
装
置
で
ろ
過
し
、
飲

料
水
と
し
て
供
給
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
電
気
等
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
平
成
19

・
20
年
度
の
２
カ
年
で
広
域
避

難
所
防
災
倉
庫
に
発
電
機
を
常

備
し
、
災
害
時
の
対
応
に
備
え

て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
市
民
や
事
業
所
が
所

有
す
る
井
戸
を
市
に
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
災
害
時
に
水
道
施

設
が
復
旧
す
る
ま
で
の
間
、
開

放
し
て
い
た
だ
け
る
井
戸
の
数

を
把
握
し
、
井
戸
の
再
生
費
用

や
水
質
検
査
費
用
に
つ
い
て
調

査･

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

きたもと議会だより (４)

西

部

地

域

土
地
改
良
事
業



阪
井
栄
見
子
（
公
明
党
）

・
妊
婦
無
料
検
診
の
拡
大

・
地
域
防
災
（
特
に
震
災
）
の
市

　
の
取
組
み

・
北
本
市
の
循
環
型
社
会
形
成
の

　
取
組
み

金
子
眞
理
子
（
緑
風
政
策
）

・
ず
っ
と
暮
ら
し
続
け
た
い
ま
ち

　
き
た
も
と

・
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り

福
島
忠
夫
（
平
成
会
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
先
進

　
地
視
察
研
修
を
終
え
て

・
訪
問
介
護
事
業
不
正
事
件
後
の

　
北
本
市
へ
の
影
響

・
振
り
込
め
詐
欺
被
害
０
件
を
ど

　
の
よ
う
に
目
指
す
の
か
他
１
件

湯
澤
清
訓
（
共
産
党
）

・
北
本
総
合
公
園
内
野
球
場

・
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
て

・
北
本
市
の
教
育
に
お
け
る
地
域

　
と
の
連
携

他
１
件

串
田
英
夫
（
平
成
会
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に
お

　
け
る
Ｃ
Ｏ

問
題

・
中
丸
小
学
校
通
学
路

自
転
車
交
通

後
期
高
齢
者

医

療

制

度

　
自
転
車
専
用
道
路
の
未
来
像

と
し
て
、
自
転
車
と
歩
行
者
と

の
相
互
利
用
が
可
能
な
歩
道
の

整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
国
道
17
号
、
南
大
通
線
、
中

山
道
、
さ
い
た
ま
鴻
巣
線
、
西

中
央
通
線
、
中
央
通
線
、
市
道

18
号
線
及
び
ふ
れ
あ
い
通
り
に

お
い
て
は
、
自
転
車
も
通
行
可

能
な
歩
道
が
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
中
山
道
に
つ
い
て
は
、
歩
行

者
や
自
転
車
の
利
用
も
多
く
、

歩
道
幅
員
が
一
部
の
区
間
に
お

い
て
狭
隘
な
状
況
が
見
受
け
ら

れ
、
埼
玉
県
に
て
本
宿
交
差
点

か
ら
北
本
３
丁
目
交
差
点
ま
で

の
約
１
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

つ
い
て
拡
幅
整
備
事
業
が
促
進

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
用
地
が
取
得
さ
れ
た
区

間
か
ら
順
次
歩
道
の
整
備
が
行

わ
れ
、
歩
道
幅
員
は
約
３
・
５

メ
ー
ト
ル
と
比
較
的
広
く
、
交

通
安
全
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
二
ツ
家
地
区
の
中
山

道
に
つ
い
て
も
、
圏
央
道
と
の

交
差
部
よ
り
南
北
そ
れ
ぞ
れ
約

100
メ
ー
ト
ル
、
延
長
約
200
メ
ー

ト
ル
の
区
間
に
つ
い
て
事
業
化

さ
れ
、
圏
央
道
の
進
捗
に
あ
わ

せ
事
業
が
促
進
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
２
区
間
の
整
備
に
よ
り
交
通

の
円
滑
と
歩
行
者
や
自
転
車
の

安
全
が
確
保
さ
れ
る
と
共
に
沿

道
の
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
急
激
な
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
医
療
費
は
ま
す
ま
す
増
大

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
国
に

お
い
て
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者

（
後
期
高
齢
者
）
の
医
療
に
つ

い
て
は
、
国
民
全
体
で
公
平
に

負
担
し
合
う
現
行
の
老
人
保
健

制
度
の
趣
旨
を
継
承
し
つ
つ
、

後
期
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
医

療
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
新
た

な
独
立
し
た
制
度
と
し
て
、
平

成
20
年
４
月
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
増
大
す
る

後
期
高
齢
者
の
医
療
に
お
け
る

高
齢
世
代
と
現
役
世
代
と
の
負

担
を
明
確
に
し
、
世
代
間
で
公

平
に
負
担
を
し
て
い
く
こ
と
か

ら
、
そ
の
財
源
は
後
期
高
齢
者

一
人
ひ
と
り
を
、
被
保
険
者
と

し
て
、
保
険
料
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
ほ
か
、
医
療
保
険
者
か

ら
の
支
援
金
と
公
費
に
よ
り
賄

う
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
財
政
運
営
の
主
体
を
全
市
町

村
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
行
う
た
め
、
埼

玉
県
で
は
平
成
18
年
12
月
に
全

市
町
村
議
会
に
お
い
て
、
広
域

連
合
設
立
に
関
す
る
議
決
を
経

て
、
本
年
３
月
１
日
に
県
知
事

の
許
可
を
受
け
、
埼
玉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
設
立

さ
れ
、
現
在
で
は
、
平
成
20
年

４
月
施
行
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

象
と
な
る
75
歳
以
上
の
老
人
医

療
受
給
者
は
平
成
19
年
９
月
１

日
現
在
４
，
７
１
５
人
が
該
当

し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
４
月

１
日
時
点
で
は
５
，
０
０
０
人

前
後
と
推
計
さ
れ
、
今
後
も
対

象
者
は
年
々
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

少人数学級の授業風景（南小学校）

２

(５) きたもと議会だより



　議会では、皆さんの生活に密着

した重要な問題を審議しています。

　身近な市政を知るためにも、議

会を傍聴してみませんか。

傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内
工
藤
日
出
夫
（
緑
風
政
策
）

・
66
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

中
山
敬
弘
（
緑
風
政
策
）

・
「
高
齢
者
福
祉
の
介
護
・
救
援

　
・
訓
練
・
健
康
・
交
流
と
交
通
」

・
「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
５
カ 

 

　
年
計
画
」
の
進
捗
状
況

・
「
金
の
な
る
木
」
の
「
仮
称
み

　
な
み
北
本
駅
早
期
実
現
」他
２
件

黒
澤
健
一
（
平
成
会
）

・
今
後
の
財
政
運
営

・
市
民
と
行
政
と
の
協
働
推
進

　
―
―
―
―
―
☆
―
―
―
―
―

図
書
館
行
政

西

口

駅

前

広

場

改

修

次
回
の
定
例
会
は
、

11
月

29
日(

木)

開
会
の
予
定
で
す
。

次
回
の
定
例
会
は
、

11
月

29
日(

木)

開
会
の
予
定
で
す
。

　
北
本
駅
西
口
駅
前
広
場
改
修

基
本
計
画
は
平
成
19
年
３
月
に

作
成
さ
れ
、
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
庁
内
の
関
係
課
か
ら
な
る

策
定
検
討
会
議
と
地
元
自
治
会
、

商
工
会
、
西
口
大
通
り
商
店
会
、

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
な
ど

の
代
表
者
を
委
員
と
し
た
策
定

連
絡
調
整
会
議
で
検
討
し
ま
し

た
。
　
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
公
共

空
間
で
あ
る
駅
前
広
場
に
必
要

な
施
設
な
の
か
、
広
場
内
の
車

両
動
線
が
複
雑
化
し
な
い
か
と

の
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
西
口

ビ
ル
や
周
辺
商
店
街
の
利
用
者

の
利
便
性
か
ら
必
要
な
施
設
と

も
考
え
ま
す
。

　
一
方
通
行
化
に
つ
い
て
も
広

場
内
の
交
通
の
円
潤
化
と
交
通

の
向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、

沿
線
居
住
者
等
へ
の
生
活
へ
の

影
響
や
周
辺
道
路
へ
の
交
通
量

の
増
加
な
ど
が
推
測
さ
れ
、
い

ず
れ
も
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
結
論
に
至
ら
な
か

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
財
源
に
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
を
活
用
す
る
た
め
都
市

再
生
整
備
計
画
を
作
成
し
て
お

り
、
ま
た
、
広
く
市
民
の
皆
様

か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
広
場
内
の
駐

車
場
及
び
一
方
通
行
化
に
つ
い

て
も
こ
こ
で
検
討
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
西
口
大
通
り
商
店
会

及
び
地
元
自
治
会
な
ど
と
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣

言
は
図
書
館
協
会
総
会
に
お
い

て
採
択
さ
れ
た
後
、
日
本
図
書

館
協
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
徴
と
し
て
は
一
、
日
本
国

憲
法
が
保
障
す
る
表
現
の
自
由

に
置
い
た
こ
と
、
二
、
利
用
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
内
容

に
つ
い
て
は
、
主
文
に
「
図
書

館
は
、
基
本
的
人
権
の
ひ
と
つ

と
し
て
知
る
自
由
を
も
つ
国
民

に
、
資
料
と
施
設
を
提
供
す
る

こ
と
を
も
っ
と
も
重
要
な
任
務

と
す
る
。
」
と
あ
り
、
こ
の
宣

言
を
職
員
全
員
に
周
知
し
、
政

治
的
中
立
、
自
律
的
規
範
、
姿

勢
と
し
て
図
書
館
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
図
書
館
に
対
す
る
市
民
の
読

書
要
求
は
、
今
後
ま
す
ま
す
多

様
化
し
、
高
度
化
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
開
か
れ

た
図
書
館
と
し
て
の
あ
り
方
を

よ
り
一
層
追
求
し
、
今
後
も
市

民
団
体
、
個
人
の
協
働
に
よ
る

図
書
館
運
営
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

北本駅西口

きたもと議会だより (６)

北本市立中央図書館



Ｑ．防犯カメラの設置状況と効果について

Ａ．埼玉県子どもの安心・安全対策事業補助

金を利用し、小・中学校11校に設置しました。

各学校の出入り口を中心に２箇所防犯カメラ

を設置し、各学校の職員室あるいはその周辺

で職員が見られるような場所にモニターを設

置しました。平成14年度に先行事例として、

北本中学校に設置しましたが、設置理由として、

学校に不審者が侵入し、花壇に植えた苗を切

られたり、プランターをいたずらされたり、

窓ガラスが割られたりするといった事件が起

きました。防犯対策を検討した結果、防犯カ

メラの設置が犯罪の抑止力になるということ

で設置したわけですが、効果は絶大で、校内

への侵入やいたずらなどがなくなりました。

各学校においても、門のところに『防犯カメ

ラ設置』というラベルを貼るなどして抑止力

を高め、設置後は、どの学校も大きな事故、

事件は起きていません。

Ｑ．収入未済額と国民健康保険法第110条時

効消滅の見解について、不納欠損における時

効適応件数について、徴収率アップの分析に

ついて、一般分・退職分の徴収率について

Ａ．収入未済額は７億174万2,477円、平成17

年度と比較して0.6％増えています。時効消

滅ですが、国民健康保険税については、地方

税法第18条の規定の消滅時効が適用され５年

となっています。時効を迎えた不納欠損につ

いては、3,959万640円で地方税法第18条該当

は2,790万5,810円です。徴収率アップの分析

については、平成18年度の国民健康保険税の

徴収率は73.0％、平成17年度と比べて0.4ポ

イント上がっています。しかし、市税と比較

しては低い数字になっています。市税は93.7

％ですので、約20％徴収率が低くなっていま

す。

　徴収率を上げる対策として、平成18年５月

からコンビニエンスストアでの収納を開始し、

納税環境を整備したことにより利便性が高め

られ、利用件数等も増加傾向にあります。払

える能力があるのに払わない人には、差押さ

えを実施しています。処分件数として市税を

含めた全体数は、平成18年度125件、平成17

年度204件で差押件数は減少しています。税

の負担感については、窓口等で折衝している

中で、払いたいけど払えない方が増えている、

という実感があります。こういった方には分

割納付を勧めています。また、国民健康保険

税は世帯で課税されますので、世帯の中で負

担のできる方がいないか相談するよう投げ掛

けしています。

　次に一般分・退職分の徴収率については、

一般分の徴収率65.9％、退職分の徴収率93.7

％となっています。

保健福祉保健福祉

文　　教文　　教

総務文教総務文教
Ｑ．教育相談推進事業の概要について

Ａ．教育相談推進事業については、生徒にとっ

て身近な相談相手になるさわやか相談員の他に、

専門的な知識や技能を持つカウンセラーを配置し、

生徒や保護者の不安、悩みへの指導・助言及び

教職員へのアドバイス等を行い、教育相談体制

を整備することを目的としています。平成18年

度までは、県の事業でしたが、19年度からは各

市町に移管されることにより、一層の拡充を図

って、新規事業として立ち上げました。事業概

要としては、市内の全中学校にさわやか相談員

を１日８時間、週３日配置し、有資格者である

カウンセラーを１日８時間、週２日配置します。

それぞれがその役割や専門性を生かし生徒・保

護者のさまざまな不安、悩み等の問題解決にあ

たっていきたいと

考えています。相

談室が生徒の心の

居場所になるよう

充実させたいと考

えます。

Ｑ．地域食材供給施設の使用料を売上げの 

1.5％とした根拠について

Ａ．基本的には、現行の桜国屋の使用料の算

出方法と同様の考え方で算出しました。具体

的には、売り上げの１％プラス借地料相当額

となっていますが、今回、試算したところ、

この借地料相当額が想定売り上げの0.5％にな

りましたので、合わせて1.5％という数字にな

ったものです。また、別の方法として、市が

毎年負担する必要がある、建物の建築に係る

償還金利子相当額分と借地料相当額分の合計

で試算しますと、想定売上げ額の1.5％の数字

とほぼ同額になりました。

Ｑ．今後において1.5％の変動はあるのか

Ａ．売り上げが現時点の想定よりも相当伸び

るようであれば、使用者と協議の上、使用料

値上げの条例改正を考えていきます。なお、

利用許可書にその旨の条文を記載する考えです。

まちづくりまちづくり

各常任委員会委員長報告(抜粋)(７)
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古紙配合率100%、白色度80%再生紙を使用しています。
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○は議案に対して賛成の会派
×は議案に対して反対の会派
△は議案に対して賛成と反対のあった会派
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　　　　　　　　　　議　　　　案　　　　名� � 議決結果� � 平成会� 公明党� 共産党

＊上記以外に12件の議案審議がありましたが、いずれも起立及び挙手全員に

　より原案のとおり可決・同意しています。
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　 可　決� ○� ○� ○� ○

　 可　決� ○� ○� ○� ○

　 可　決� ○� ○� ○� ○
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　 可　決� ○� ○� ○� ○

　 採　択� ○� ○� ○� ○

平成18年度北本市一般会計歳入歳出決算の認定について

平成18年度北本市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について

平成18年度北本都市計画事業北本駅東口土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

平成18年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

平成18年度北本市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成18年度北本市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成18年度北本市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成18年度埼玉県央広域公平委員会特別会計歳入歳出決算の認定について

北本市執行機関の附属機関に関する条例の一部改正について

北本市農業ふれあいセンター設置及び管理条例の一部改正について

平成19年度北本市一般会計補正予算（第３号）

平成19年度北本市老人保健特別会計補正予算（第１号）

平成19年度北本都市計画事業北本駅東口土地区画整理事業特別会計補正予算
（第１号）

平成19年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事業特別会計補正予算
（第１号）

平成19年度北本市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成19年度北本市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成19年度北本市介護保険特別会計補正予算（第１号）

副市長の選任について

「地域安全・安心まちづくり推進法」の早期制定を求める意見書

公団住宅居住者の居住の安定に関する意見書

公団住宅居住者の居住の安定に関する意見書提出を求める請願

緑風政策
フォーラム

請
願
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